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On the Japanese Word “Naru” 
 
Noboru Ohnishi * 
 
The Japanese word “Onozukaranaru” represents one of the fundamental religious mentalities of 
the Japanese people. 
This mentality has long been functioning in the life of the Japanese both positively and 
negatively. 
The notion of “Onozukaranaru,” however, cannot be defined in a clear way; therefore, what we 
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「銭のない奴ア 俺んとこへこい  俺もないけど 心配
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〔２〕 「笈の小文」 校本 芭蕉全集 第六巻 75 頁〔富






〔４〕 『遠野物語拾遺』245 〔平成十六年 初版の『新
版 遠野物語』 角川文庫による 〕 
〔５〕 『原始日本語のおもかげ』 木村紀子 平凡社新書 
20 に 09.8 初版、p.67 
















治』〔講座 日本の将来第二巻 1968 刊 潮出版社〕
所収 
















仰と思索』土居健郎  森田明編  聖母の騎士社 




学工学部紀要』人文社会編  Vol.33 No.2、2010 
【４】「Kant と Rudolf Otto」などを参照されたい。 
〔１８〕 『俳句の世界』「即興と眼前体」、山本健吉全集



















〔２５〕前掲 古事記伝四之巻、全集９ 一六四頁。 
〔２６〕昭和十五年二月  國幣中社 古事記研究會 発行  
非売品（国会図書館所蔵本で参照）p.118f 

























する世界を日本思想にさぐる』 竹内整一  金泰
昌 編  2010.6 
『「おのずから」と「みずから」  日本思想の基
層』 竹内整一 2010.8 増補版初版 
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